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研究成果の概要（和文）：149名の大学生を対象に自記式質問紙調査を実施し、スマホ依存スケール（Japanese 
version of Smartphone Dependence Scale: 略してJ-SDS）を開発した。因子分析により抽出された因子は、(1)
渇望と離脱症状、(2)過剰な使用と耐性、(3)ヴァーチャルな生活の優先、(4)授業への集中困難、及び(5)身体症
状で、因子的妥当性の他、併存的妥当性、内的一貫性も証明された。119名の医療系大学生を対象にして、スマ
ホ依存と睡眠の抑うつとの関係を調べたところ、J-SDSを指標としたスマホ依存の程度が高く、睡眠の質が悪い
ほど、抑うつの程度が高いことが示された。

研究成果の概要（英文）：We administered a self-report questionnaire to 149 university students and 
developed Japanese version of Smartphone Dependence Scale (J-SDS). According to exploratory factor 
analysis, the final scale consisted of 5 factors:1) craving and withdrawal, 2)overuse and tolerance,
 3)virtual life orientation, 4)disturbance of concentration in classs, and 5)physical symptoms. 
Cronbach's alpha value for the J-SDS was 0.92. The J-SDS score became significantly higher with 
longer hours of smartphone use. Our results suggest that the J-SDS is a reliable and valid scale for
 screening university students who may be at risk of developing smartphone dependence. Furthermore, 
results of multivariate logistic regression analysis indicated that scores for the J-SDS and the 
Pittsburgh Sleep Quality Index (PSQI) were significantly related to Beck Depression Inventory (BDI) 
score. Our results suggest that smartphone dependence and poor sleep quality are associated with 
depressive state in students in Japan.

研究分野：社会医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
青少年におけるスマートフォン（以下スマホ）依存は、わが国において非常に重要な問題になっているが、それ
を評価する信頼性及び妥当性のある尺度はほとんど開発されていない。そこで、今回信頼性及び妥当性のあるス
マホ依存スケールを開発したことは、今後のスマホ依存研究にとって有意義なことだと考えられる。また、スマ
ホ依存は睡眠と抑うつに関連している可能性があり、大学生を対象にして、他の要因の影響をコントロールした
上で、スマホ依存と睡眠の質が抑うつと有意に関連していることを示すことができたことは、大学生のメンタル
ヘルス向上のための施策を立てる上で意義があると思われる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
  わが国で携帯電話は 1990 年代半ばから急速に普及し、2014 年の時点での世帯普及率は
94.5%であり、そのうちスマートフォンの普及率は 49.5%である。携帯電話が急速に浸透し、
多機能化、高機能化するにつれ、24時間型社会である現代では、就寝・起床時刻の不規則化・
夜型化が促進されると考えられる。 
  夜間における携帯電話の過剰な使用は、睡眠に影響を及ぼすと考えられている。夜間に携
帯電話の光に暴露することは、メラトニンの分泌の開始時間に影響が及ぶことや、青少年の消
灯後の携帯電話の使用が睡眠障害と関連することが報告されている。夜間に携帯電話の画面を
見ることにより、明るい光を浴びたときと同様に、メラトニンの分泌が抑えられ、寝付きにく
い、睡眠時間が短縮するなど、睡眠の質や量が低下する可能性がある。さらに、携帯電話の場
合は通信相手がいるため、すぐに中断しにくいという問題もある。このため、携帯電話の使用
時間が長くなり、就寝時刻が遅くなって、体内時計を夜型にずらす可能性がある。 
  ところで、近年夜型のクロノタイプがうつ状態のリスクファクターのひとつであることが
示唆されているので、夜型を助長する携帯電話の過剰な使用や依存はうつ状態を惹起すると考
えられる。また、携帯電話の過剰な使用・依存とうつ状態との関連については、多くの研究が
なされており、申請者らも、大学生において、携帯電話依存傾向が強いほど抑うつの程度が高
いことを報告した。一方、睡眠障害とうつ状態の関連についてはこれまで多くの研究が行われ
ている。しかし、携帯電話使用と睡眠・覚醒リズムおよびうつ状態との関連を、客観的な指標
を用いて検討した研究はほとんど存在しない。 
  そこで、携帯電話の過剰な使用や依存が睡眠の質・量・位相およびうつ状態に影響を及ぼ
すことを客観的な指標を用いて明らかにすることができれば、携帯電話の望ましい使用方法を
含むライフスタイルの指導によって、大学生の睡眠状態の改善やうつ状態の予防につながると
考えて、本研究を着想するにいたった。 
 
２．研究の目的 
  上記の背景およびこれまでの研究成果をもとに、本研究は、大学生における携帯電話の過
剰な使用と睡眠障害およびうつ状態との関係を、睡眠・覚醒リズムに着目して時間生物学的に
研究し、携帯電話の使用方法を含めたライフスタイルの改善による精神的健康増進方法策定の
基礎資料を提供することを目的とする。具体的には、研究機関内に以下のことを明らかにする。 
（１）スマートフォンの発達により、高機能化、多機能化した携帯電話への依存度を評価する
ための新たな質問票を開発し、その信頼性と妥当性を検証する。 
（２）夜間の携帯電話の過剰な使用が夜型の生体リズムを助長したり、睡眠障害を惹起するか
を自記式質問票およびアクティウォッチにより、主観的ならびに客観的に明らかにする。 
（３）携帯電話の過剰な使用や依存が、睡眠の量・質・位相に影響を及ぼすことにより抑うつ
のリスクを高めるかどうかを検証する。 
 
３．研究の方法 
（１）日本語版スマートフォン依存スケールの開発 
 ① 対象と方法 
  2015 年 12 月から 2016 年 1月にかけて、某国立大学医学部及び某県立大学保健福祉学部の
学生のうち、20 歳以上のスマートフォン（以下スマホ）を所持している健常な学生 169 名を対
象に調査を実施した。対象者の所属学科は、医学科、看護学科、あるいは理学療法学科である。 
  両大学の倫理委員会の承認を得た後、各対象者に文書により研究目的等の説明を行い、同
意を得られた者に対して、スマホ使用やスマホ依存等に関する自記式質問紙調査を実施した。
このうち、すべての調査項目に有効に回答した 149 名の学生（男子 32 名：平均年齢 22.3±2.1
歳、女子 117 名：平均年齢 21.1±1.9 歳）を分析の対象とした。 
 ② 調査項目 
  調査項目は、基本的属性（年齢、性別、所属学科）、スマホの平日及び休日の１日の使用時
間、午後 10時以降翌朝 4時までのスマホの使用時間、就床してからのスマホの使用時間、日本
語版スマートフォン依存スケール（Japanese Version of Smartphone Dependence Scale: J-SDS）
である。 
 ③ J-SDS の作成 
  スマホ依存はインターネット中毒と多くの共通点があると仮定し、スマホ依存スケールを
開発する際には、Young のインターネット中毒の基準を参照した。 
  既存のインターネット中毒スケール、携帯電話（スマホを含む）依存スケール及び過去の
研究結果に基づき、理論的にも経験的にもスマホ依存の特性として適切であると思われた項目
を選択してスマホ依存に関するスケールを作成し、Japanese Version of Smartphone Dependence 
Scale（J-SDS）と名付けた。 
  J-SDS 初版は 43 項目から成り、4段階で評価するように設定し、高得点であるほど依存度
が高いことを示すように設定した。 
 ④ 統計解析 
  J-SDS の 43 項目について、主因子法及びバリマックス回転による探索的因子分析を繰り返
し、J-SDS 最終版を完成させた。 



  抽出された各因子と J-SDS 全体の Cronbach のα係数を算出して、内的一貫性を確認した。 
  J-SDS 最終版の各質問項目の得点を合計して、スマホ依存度の得点を算出した。J-SDS の合
計点が高いほど、スマホ依存度が高いことを示す。 
  Kolmogorov-Smirnov 検定を行い、J-SDS が正規分布しているかどうか確認した。 
  J-SDS の併存的妥当性を調べるために、平日及び休日のスマホ使用時間と J-SDS 得点との
間の Spearman の相関係数を算出した。さらに、午後 10 時から翌朝 4時までのスマホ使用時間
及び就床してからのスマホの使用時間と J-SDS 得点との関係を調べるため、一元配置分散分析
と多重比較を行った。 
（２）大学生のスマートフォン中毒及び睡眠の質と抑うつ状態との関係 
 ① 対象と方法 
  2016 年 12 月から 2017 年 9月にかけて、某国立大学医学部及び某県立大学保健福祉学部の
学生のうち、スマホを使用している学生 162 名を対象に調査を実施した。対象者の所属学科は、
医学科、看護学科、あるいは理学療法学科である。 
  両大学の倫理委員会の承認を得た後、各対象者に文書により研究目的等の説明を行い、同
意を得られた者に対して、スマホ中毒、睡眠の質、クロノタイプ、抑うつ状態、ライフスタイ
ル等に関する自記式質問紙調査を実施した。このうち、すべての調査項目に有効に回答した 119
名の学生（男子 41 名：平均年齢 21.9±4.0 歳、女子 78 名：平均年齢 19.6±3.4 歳）を分析の
対象とした。 
  ② 調査項目 
  調査項目は、基本的属性（年齢、性別、所属学科、居住形態）、運動の頻度、日本語版スマ
ートフォン依存スケール（Japanese Version of Smartphone Dependence Scale: J-SDS）、ピッ
ツバーグ睡眠調査票（PSQI）、朝型夜型質問紙（MEQ）及びベック抑うつ質問票第 2版（BDI-II）
である。 
 ③ 統計解析 
  119 名の対象者の J-SDS、PSQI、MEQ 及び BDI-II の平均点とレンジを算出し、性別、居住
形態、運動の頻度と BDI-II 得点との関係を分析した。 
  まず、BDI-II 得点とそれ以外の変数との関係を単変量解析で分析した。次に、単変量解析
でBDI-II得点と有意な関連があった変数及びそれとB係数の有意水準が0.2未満の変数を独立
変数、BDI-II 得点を従属変数とする多重ロジスティック回帰分析を行った。 
 
４．研究成果 
（１）日本語版スマートフォン依存スケールの開発 
 ① 構成概念妥当性 
探索的因子分析により、最終的に J-SDS の 29 の質問項目が選択された。「渇望と離脱症状」、
「過剰な使用と耐性」、「ヴァーチャルな生活の嗜好」、「授業への集中困難」及び「身体症状」
という 5 つの因子が選択された。これらの 5 つの因子は、Young によって報告されたインター
ネット中毒の要因、すなわち、オフラインの時の不快感（離脱症状）、インターネットに関連し
た行動に過剰な時間を費やすこと（過剰な使用とヴァーチャルな生活の嗜好）、オンラインにい
る時の耐性が増すこと、及び問題行動の否認と部分的に一致する。 
 ② 内的一貫性 
  J-SDS の Cronbach のα係数は、「渇望と離脱症状」が 0.87、「過剰な使用と耐性」が 0.87、
「ヴァーチャルな生活の嗜好」が 0.76、「授業への集中困難」が 0.77、「身体症状」が 0.69、
J-SDS 全体では 0.92 であり、J-SDS 全体の内的一貫性は高いと考えられる。 
 ③ 併存的妥当性 
  平日及び休日のスマホ使用時間は、J-SDS 得点と有意な正の相関を示した。さらに、午後
10時から翌朝4時までのスマホ使用時間及び就床してからのスマホ使用時間が長いほど、J-SDS
得点は有意に増加した。これらの結果は、J-SDS は併存的妥当性があること示唆している。 
 ④ スマホ依存と睡眠障害 
  Munezawa ら（2011）は、わが国の青少年において、消灯後の携帯電話使用が睡眠障害に関
連していることを報告している。睡眠への悪影響があるにもかかわらず、多くの青少年は夜中
に携帯電話を使用することが多いので、この年代での睡眠障害の予防策を考案する際には、こ
のような生活習慣を注意深く考慮すべきだと彼らは述べている。本研究の結果から、J-SDS 得
点は真夜中や就床してからのスマホ使用時間と有意な正の相関があったので、J-SDS 得点はス
マホの睡眠に対する悪影響を示すひとつの指標となりうるかもしれない。 
 ⑤ 今後の展望 
  併存的妥当性を調べるために J-SDS 得点とスマホ使用時間との関係を調べたが、J-SDS 得
点と標準化された他のスケールとの比較も行う必要がある。 
  本研究の結果はすべて自記式質問紙調査によるものであるが、併存的妥当性を調べるため
には、より客観的な方法が必要だと思われる。 
（２）大学生のスマートフォン中毒及び睡眠の質と抑うつ状態との関係 
 ① スマホ中毒と抑うつ状態 
  多重ロジスティック回帰分析の結果、スマホ中毒と抑うつ状態とは、他の要因の影響を調
整しても、有意な正の関係があった。多くの研究は同様の結果を報告している。また、23の論



文のシステマティックレビューでは、問題のあるスマホ使用がうつ病と関連していたことを報
告している。 
  Kim ら（2018）は、インターネット中毒やスマホ中毒は、抑うつ状態や不安に関係してい
る、家族間の葛藤、現実の対人関係の不足、サイバースペースでの承認欲求の高まりなどの対
人関係の問題を増加させると述べている。 
  Alhassan ら（2018）は、スマホ中毒の人には、食事を抜くこと、不健康なダイエット、体
重増加、睡眠障害などの傾向が、そうでない人よりも高いという、スマホ中毒と生活習慣の変
化との関連を示している。これらは抑うつ状態に先行する要因とみなすことができ、それゆえ
スマホ中毒は抑うつ状態と関係があるのかもしれない。 
 ② 睡眠の質と抑うつ状態 
  本研究では、多重ロジスティック回帰分析の結果、PSQI 得点と J-SDS 得点が BDI-II 得点
と有意に関係していた。すなわち、睡眠の質も他の要因の影響を調整しても、抑うつ状態と有
意に関係していた。Demĩrcĩら（2015）の研究結果も、大学生において、スマホの過剰使用と
睡眠の質の悪さが抑うつ状態を予測していることを示しており、本研究結果と一致する。加え
て、彼らは抑うつ状態が睡眠の質を予測していることを報告している。これらの結果から、彼
らは、抑うつ状態はスマホの過剰使用と睡眠の質の悪さを媒介する変数であると結論づけてい
る。このことを合わせて考えると、スマホ依存は大学生において、抑うつ状態に結びつき、そ
れは睡眠の問題にもつながる可能性を示している。 
 ③ 夜型と抑うつ状態 
  先行研究では、夜型が抑うつ状態と関連していることが報告されている。例えば、Chelminsk
ら（1999）は 1617 名の大学生を対象にした研究を実施し、夜型のグループに抑うつ感情をもっ
ている者が多いことを明らかにした。他方、本研究では、クロノタイプと抑うつ状態との関連
が見られなかったが、それは、ほとんどの学生が中間型のクロノタイプだったためだと思われ
る。 
 ④ 今後の展望 
  本研究は横断研究であるため、スマホ依存及び睡眠の質と抑うつ状態との因果関係につい
ては結論できない。今後は縦断的な調査が必要である。 
  経済的な状況などの社会的要因、性格傾向、社会的サポートなどの他の要因の影響を分析
していないので、それらの要因についても考慮する必要がある。 
  一部の学生にはアクチウォッチを 1週間装着してもらい、それによる睡眠状態の指標とス
マホ依存との関係を調べたが、対象者数が少なかったこともあり、睡眠効率などとスマホ依存
との間に有意な関係は見られなかったので、今後はアクチウォッチ装着の対象者を増やして、
客観的な睡眠指標とスマホ依存との関係を詳しく調べる必要がある。 
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